
 

令和５年度 事業計画（総括） 

 

Ⅰ．予算の概要  

就職活動の早期化を踏まえ、若者の県内就職促進に向けた取り組みを効率的・効果

的に実施するため、令和４年度より国（厚生労働省）委託事業を受託せず県補助事業

に特化して取り組んでいる。 

令和５年度も、引き続き、新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」という。）

の状況を注視しつつ、県補助事業に特化して事業を実施し、島根創生計画の着実な推

進を図っていくため、 

・学生の就職活動の早期化に対応した事業の実施 

・東京等での対面型イベントの拡充、「しまね暮らしマルシェ」の実施 

・申請件数の増加傾向に対応して拡大した産業体験事業受入枠の継続 

・関係人口の拡大に向けたポータルサイト「しまっち！」の運営とマッチング支援の強化 

などを実施していく一方、令和４年度に移住相談管理共通システムの構築が完了した

ことに伴い、３部（地域振興部・環境生活部・商工労働部）全体で、令和４年度に比

べて減額となる予算となった。 

 

 ■定住財団の予算                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）島根創生計画の定住財団関連の施策ＫＰＩ 

 

 

 

 

 

 

成　果　指　標 経常分類

県外４年制大学の島根県出身者の県内就職率 31.0 ％ 単年度値

県内大学等の県内就職率 38.5 ％ 単年度値

ふるさと島根定住財団の「産業体験事業」終了時定着者数 75.0 人 単年度値

ＵＩターン希望者のための無料職業紹介による年間就職決定者数 337.0 人 単年度値

ふるさと定住・雇用情報コーナーの相談者数 820.0 人 単年度値

ふるさと回帰支援センターでの相談者数 150.0 人 単年度値

しまコトアカデミー受講者数 349.0 人 累計値

移住支援東京拠点等での関係人口拡大セミナー累計受講者数 1,640.0 人 累計値

関係人口マッチングサイトによる県内地域へのマッチング件数 50.0 件 累計値

Ｒ５年度目標

（単位：百万円）

Ｒ５予算 Ｒ４予算 増減 備　　考

地域振興部 496 568 ▲ 72 しまね暮らし推進課

環境生活部 15 15 0 ＮＰＯ活動推進室

商工労働部 175 170 5 雇用政策課

小　計 686 753 ▲ 67

124 109 15
基金充当（97）
しまね未来ｻﾎﾟｰﾄ事業寄付金（8）
その他（19）

810 862 ▲ 52

財源区分

島根県

財　　　団

計



Ⅱ．若年者の県内就職促進の主要事業 

Ｒ４年度の状況 

⑴ 主な事業実績 

  ①企業説明会等の開催状況 

 

 

 

 

  

 

②しまね学生インターンシップの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

③しまね登録の状況 

 

 

 

 

 

 

⑵ 取組状況 

令和４年度は、国（厚生労働省）委託事業を受託しなかったため、年度後半の企業説明会等

に注力した。さらに、学生が就職活動を考え始める 10 月から、県内企業の情報を伝え、県内

企業の理解を深めてもらうため県内企業を動画で紹介する特設サイトを開設し、学生と企業が

繋がる場を提供した。 

企業の参加意識は高く、申込企業数は増加してきている一方、参加学生数は低調であり、十分

な数の学生を企業とつなげることができず、企業側の満足度を高めることが難しい状況にあった。 

また、県内企業や仕事の魅力を学生に知ってもらうため、学生インターンシップを引き続き

実施した。就職活動の早期化に対応するため、１Ｄａｙ仕事体験は、実施時期を前倒しし 10

月から実施した。さらに、企業に対しても、多くの学生にインターンシップに参加してもらう

ためのインターンシッププログラム改善に向けたセミナーを２回開催した。当初の想定より多

くの企業の参加があり、企業側の関心の高さが伺えた。 

（単位：人・社）

参加者
人数

参加
企業数

参加者
人数

参加
企業数

年末ジャンボ企業博 R4.12.27(火) くにびきメッセ 284 152 266 170

しまね企業ガイダンス R5.3.1(水) 松江市総合体育館 317 207 240

注) しまね企業ガイダンスは、R5.1末の状況

イベント名等 開催日 場所
Ｒ４年度Ｒ３年度

（単位：人・社）

夏期 春期 計 夏期 春期 計 夏期 春期 計 夏期 春期 計

申込企業数(社) 158 127 285 76 107 183 112 96 208 124 111 235

マッチング企業数(社) 99 54 153 42 52 94 76 54 130 80 80

申込学生数(人) 335 89 424 133 158 291 369 127 496 387 97 484

参加者数(延数) 347 92 439 116 152 268 315 110 425 362 362

注）ア　夏期：８月～９月末、春期：２月～３月末
　　イ　Ｒ４年度春期の参加者数は、マッチング件数

Ｒ１年度
項　　目

Ｒ４年度Ｒ２年度 Ｒ３年度

（単位：人）

Ｒ４

有効登録者数 4,697

うち前年度高校卒 1,685

高校卒業時
LINEアカウント

3,767

区分



令和４年度から本格的に稼働した「しまね登録」は、4,697 名の登録があった。高校卒業時

に高等学校、県教育委員会、県雇用政策課と連携しながら登録を推進したが、LINEアカウント登

録にとどまり有効登録まで登録した学生は、その半分程度であったことから、有効登録を増やす

ためのシステム改修を行った。 

学生の県内就職を促進していくためには、引き続き、早期化した就職活動スケジュールに合

わせ効果的・効率的に事業を実施するとともに、企業の採用力を強化していくことも必要であ

る。 

 

 

Ｒ５年度の事業展開 

就職活動の早期化を踏まえ、若者の県内就職促進に向けた取り組みを効率的・効果的に実施する

ため、引き続き、学生等の最終学年前年度後半の事業を重点に実施するとともに、「しまね登録」

のＬＩＮＥ配信を活用して、効果的な情報発信を行う。 

また、若年者へのキャリア相談、企業情報・求人情報の提供、就労体験、企業見学等を一体的

に実施し、若年者へきめ細かな就職支援を行う。 

 

⑴ 企業と学生の出会いの支援の充実 

①効果的な就職活動イベント等の実施 

若年者の県内就職を促進するため、対面型、オンラインを組み合わせて次の事業を実施する。 

・対面型イベントとして、年末ジャンボ企業博（12 月・松江市）、しまね企業ガイダンス

（３月・松江市） 

・学生の県内企業への理解を深めるため、学生が就職活動を考え始める早い時期に県内企

業の情報を特設サイトで動画配信により紹介するジョブチャンネル（10月） 

・しまね学生インターンシップ、しまね短期仕事体験、しまね１Ｄａｙ仕事体験の参加企

業と学生のオンラインによる交流会（年２回） 

②しまね学生インターンシップ等の実施 

「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」（文部科学省、厚生労働省及び経

済産業省合意）の改正に伴う大学生等のインターンシップの取扱いの変更に対応し、しまね

学生インターンシップ、しまね短期仕事体験、しまね１Ｄａｙ仕事体験を実施する。しまね

学生インターンシップ、しまね１Ｄａｙ仕事体験ではそれぞれの事業の実施に向けた情報

提供の支援を、しまね短期仕事体験では学生と企業のマッチングを行う。 

③インターンシップ参加や就職活動の支援 

県内外の大学等に在籍する学生が、しまね学生インターンシップ、しまね短期仕事体験、

しまね１Ｄａｙ仕事体験に参加する時や、県内企業での就職活動のため必要となる交通費・

宿泊費の支援について、民間によるしまね未来サポート事業と連携し、１人あたり上限６万

円まで助成する。 

 

 



⑵ 学生に向けた情報発信力の強化 

①「しまね登録」の推進 

引き続き、県内各高校と県教育委員会、県雇用政策課との連携により、県内高校を卒業する

学生に「しまね登録」の登録を強力に推進していく。また、令和４年度のシステム改修により

有効登録者数を増加させ、学生に向けてタイムリーに適切な情報を発信していく。 

②「しまね登録」のＬＩＮＥ運用による配信 

「しまね登録」の登録者への情報提供にＬＩＮＥアプリを運用し、共感度の高い情報を、

ＬＩＮＥの機能を活用して学生の出身地域、居住地域又は学年など登録者の属性に応じて

対象を明確に絞って配信する。また、ジョブカフェしまねが実施するイベントの情報を配信

し、参加者のその後の行動のフォローや利用状況の分析を行うなどし、発信する情報や企画

するイベントの充実に繋げる。 

 

 

⑶ 県内企業の採用力強化の支援 

県内企業に向けて、学生等への企業情報を発信する必要性の啓発やインターンシップの受入

のプログラムを改善するセミナー等を実施する。 

また、ジョブカフェしまねサイトで、動画や画像を掲載するなど企業の意欲に応じたページ

作成ができるようにするとともに、最新の情報を集積し、効果的に企業情報を発信する。 

 

 

⑷ 保護者等へのアプローチ 

①山陰中央新報社と連携した保護者向け情報発信 

学生の就職活動に大きな影響力を持つ保護者に向けて、県内企業の若手社員のホンネ（仕

事・やりがい）を山陰中央新報で毎週１回掲載する。また、県雇用政策課が山陰中央新報社に

掲載する就活支援特集記事による情報発信と組み合わせることによって、島根での就職につ

いて保護者や保護者を通じた学生の意識付けを図る。 

・先輩のホンネ：週１回掲載 

・保護者向け就活支援特集記事：年４回掲載 

 

 

  



Ⅲ．ＵＩターン推進関連の主要事業 

１．ＵＩターンの相談、情報発信及びフェア等開催 

Ｒ４年度の状況 

⑴ 主な事業実績 

①しまね移住ワンダーランド（オンライン） 

 

 

 

 

 

 

②しまねとの出会いフェス（対面） 

 

 

 

 

 

  ③しまね移住体験ツアー（オンライン） 

 

 

 

 

 

 

  ④東京ふるさと定住・雇用情報コーナー（日比谷しまね館）相談実績 

 

 

 

 

 

  ⑤ふるさと回帰支援センター島根県移住相談窓口 相談実績 

 

 

 

 

 

 

年度 内容
特設ｻｲﾄ
当日UU数

ｲﾍﾞﾝﾄ
来場数

入場
ﾁｹｯﾄ

発行数

全体
相談

対応数

財団
対応数

Ｒ４年度 R4.12.3(土) 1,538 2,346 450 168 50

Ｒ３年度 R3.10.30(土)～31日(日) 4,240 1,038 561 220 93

Ｒ２年度 R2.10.31(土)、R2.11.28(土) 1,485 1,123 560 271 77

※R2年度は移住フェス、移住ワンダーランドの合計

年度 日付 テーマ 内容
参加
組数

相談
組数

R4.6.11(土) 休日 移住の先輩の休日の過ごし方 100 11

R4.7.24(日) お金 移住のお金の話 90 11

R4.11.19(土) 住まい 住まい事情のオモテとウラ 87 14

R5.1.22(日) 移住のネック 移住前に準備、確認しておけばよかったこと 114 17

391 53

Ｒ３ 全８回 ８市町のオンライン体感ツアー 359

Ｒ４

（単位：件）

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

Ｒ４ 40 43 29 26 36 33 54 59 50 82 452

Ｒ３ 26 21 35 33 29 32 48 35 43 36 49 22 409

Ｒ２ 16 10 58 72 68 69 55 60 36 37 34 32 547

Ｒ１ 25 20 11 26 20 42 30 37 28 45 52 37 373
※来所・電話・メール・WEB・イベント出展での相談件数

（単位：件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

相談 6 8 12 8 10 6 10 8 5 9

ｾﾐﾅｰ等 0 2 0 0 0 31 0 0 1 5

相談 13 25 19 15 8 19 42 19 24 23 23 21

ｾﾐﾅｰ等 0 0 4 0 2 0 0 0 1 0 4 0

Ｒ２ 相談 1 1 16 26 17 27 8 24 6 9 4 14 153
※来所・電話・メール・イベント出展での相談件数

Ｒ４ 121

区分

262Ｒ３

財団 市町村
92組 51組 158組

(125人) (71人) (197人)
142組 78組 182組

(202人) (115人) (233人)
234組 129組 340組

(327人) (186人) (430人)

R4.10.29(土)

大阪

東京

相談件数
来場者数日　付 開催地

R4.9.17(土)

合計



⑵ 取組状況 

令和４年度は、「しまね移住ワンダーランド」を昨年度に引き続きオンラインで実施すると

ともに、３年ぶりに大阪と東京で「しまねとの出会いフェス」を対面型で開催した。また、昨

年から開催しているオンラインイベント「しまね移住体感ツアー」は、令和４年度は「島根の

暮らし」に関する４つのテーマについて、移住希望者に発信を行った。そのほかに、「女性」   

「若者」にターゲットを絞った情報発信や小規模なイベントを実施した。 

令和４年度は対面型イベントも復活したことから、オンラインイベントは回数や日数を減ら

しての実施としたが、参加者数や相談件数は概ね維持でき、引き続きオンラインイベントの需

要があると感じられた。 

一方、対面型イベントは、以前より規模を縮小して開催したが、600人超からの相談があり、対

面型の移住相談イベントの重要性も、改めて認識した。しかし、イベント全体を通した新規顧客

の獲得は、新型コロナ前に比べるとまだ十分ではなく、新たな切り口での打ち出しが必要である。 

また、しまね移住支援サテライト東京では、１月末までに移住検討者向けのセミナーを６回

開催し 83 名の参加者があったほか、日比谷しまね館、ふるさと回帰支援センターでの相談を

実施した。新型コロナによる移動自粛等の規制が緩和される中、日比谷しまね館の相談件数も

増加傾向にあり、相談者にきめ細かな対応を行うとともに、島根側の相談員に繋げるなど移住

者の支援を行った。 

 

 

Ｒ５年度の事業展開 

オンラインを活用したイベントを継続して開催するとともに、東京、大阪での対面型イベント

を拡充して実施する。 

さらに、ターゲットを絞った情報発信のほか、特に、Ｕターンの促進に向け、戦略的にイベン

トを実施していく。 

また、「しまね登録」を活用し、地元情報の効果的発信等を行うとともに、新規登録者を拡大

するためのキャンペーンを実施する。 

 

⑴ 情報発信の質と量の向上 

「くらしまねっと」を活用し、企業情報や求人情報、及び移住に必要な暮らしの情報、市町

村情報等を定期的に発信する。 

また、しまね暮らしの魅力を感じてもらうようマンガコンテンツの作成、及び、女性にター

ゲットを絞った「暮らし」や「働き方」に着目したコンテンツを作成し、ブログ等で発信する。 

さらに、「しまね登録」への新規会員登録拡大のため、新規登録キャンペーンを実施する。 

 

⑵ ＵＩターンフェア、相談会の開催 

「しまね移住ワンダーランド」、「しまね移住体感ツアー」などのイベントは、引き続き、オン

ラインにより実施するとともに、東京・大阪での対面型イベントについては、規模を拡大して実

施する。 

また、首都圏在住で地方移住に興味をもつ層向けに、「しまね暮らし」と触れ合うことのでき

る「しまね暮らしマルシェ」を開催する。 



Ｕターンの促進に向けては、Ｕターンしたい若者とＵターン者を積極的に採用したいと考え

る企業との就職マッチングイベントを開催する。 

 

⑶ しまね移住支援サテライト東京の活動 

関係人口や地方移住への興味喚起、掘り起こしのセミナーを行うとともに、関心の高い人材

をしまねに繋げるツアーの企画や首都圏でのコミュニティづくり及び活動機会創出を図る交

流会等を実施する。 

また、日比谷しまね館、ふるさと回帰支援センターでの相談において、島根への関心度合い

など相談者の属性に応じたきめ細かな対応を行う。 

 

２．無料職業紹介事業 

Ｒ４年度の状況 

⑴ 主な事業実績 

①求職登録者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②くらしまねっと活用状況 

 

 

 

 

 

 

⑵ 取組状況 

しまね登録新規キャンペーンの効果もあり、１月末の求職登録者が昨年度末から405人増加し、

就職決定者数は前年同期に比べ18人上回っており、いずれも順調に推移している。引き続き、求

人開拓等を進め、受入先の増加を図りつつ、丁寧なマッチングをすることが必要と考える。 

昨年度リニューアルしたサイト「くらしまねっと」では、昨年度末から登録企業が１月末時

点で 594 社増えており、サイトのページビュー数も昨年同月と比べ 243,823 ページビュー増加

している。今後、より一層、求職者及び県内企業に活用していただくよう周知を図っていく必

要がある。 

項目 登録企業数 求人掲載企業数 ページビュー数

R４ 2,354 864 1,314,000

R３ 1,760 445 1,321,592

R２ 1,479 292 1,326,993

※R4年度は1月末現在

（単位：人）

30年度末 R1年度末 R2年度末 R3年度末 R4年度

2,010 2,051 2,119 2,131 2,536

男 1,467 1,467 1,505 1,491 1,700

女 543 584 614 639 829

Ｕ 982 974 976 962 1,037

Ｉ 1,028 1,077 1,143 1,169 1,499

312 316 282 283 227

(83) (72) (55) (58) (42)
※R4年度は1月末現在

※(　)内は大田以西

(男女別)

(UIﾀｰﾝ別)

区分／年度

求職登録者

就職決定者



Ｒ５年度の事業展開 

「くらしまねっと」による求職者のニーズに応じた県内企業情報・求人情報の発信、潜在的求人

等の開拓、マッチング、企業見学・面接機会の提供等、きめ細かな就職支援を引き続き実施する。 

また、令和４年度に構築した移住相談管理共通システムを活用し、東京・大阪・広島の移住支

援コーディネーター等との連携をさらに深め、人材の誘致を推進する。 

 

３．ＵＩターンしまね産業体験事業の状況 

Ｒ４年度の状況 

⑴ 産業体験事業の実績 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 取組状況 

新型コロナの影響に配慮し、市町村や受け入れ先とも連携しながら慎重に対応し、体験者、

受入先、支援団体等がしっかり感染対策に取り組み、移住先の地域にも理解を得られるよう丁

寧な対応に努めてきた。 

１月末の認定者数は、前年同期よりやや増加し、新型コロナ前に比べて高い水準で体験者を

取り込んでいる状況であることから、引き続き、申請者を着実に取り込んでいくことが重要で

ある。 

なお、体験終了者のうち定着者の割合は、約８割程度となっているなど県内への移住に繋げ

る高い効果をもたらす事業となっている。 

 

 

Ｒ５年度の事業展開 

引き続き、新型コロナの影響を考慮し、認定者、受入先等関係者に丁寧に対応するとともに、

申請件数が増加している状況の下、移住希望者の取りこぼしをなくすため、昨年度拡大した産業

体験事業の受入枠を維持して対応する。 

また、定着者数の増加（定着率の向上）のため、体験者全員に担当スタッフを配置し、定期的

な状況確認や相談対応を行い、従事する業種や受入先とやっていけそうかを体験者に確認するな

ど、きめ細かな体験者へのフォローや関係機関との連携を引き続き実施する。 

 

  

（単位：人、％）

項　目 R2 R3 R4

当該年度認定者 93 103 93

当該年度体験終了者 98 91 68

うち終了時定着者 83 77 58

終了時定着率 84.7 84.6 85.3
※R4年度は1月末現在



Ⅳ．活力と魅力ある地域づくり関連の主要事業 

１．関係人口の拡大 

Ｒ４年度の状況 

⑴ 関係案内所 

①「しまっち！」掲載実績       ②マッチング状況 

 

 

 

 

 

 

 

関係人口と地域づくりの担い手として受け入れたい県内地域とのマッチングを行うポータ

ルサイトの関係案内所「しまっち！」を運営し、54 件のマッチングがあった。 

受入を行う地域の魅力化、受入体制整備にかかる経費を 13 団体に助成し、地域団体等の要

請に応じて４団体へアドバイザーを派遣した。 

しまね移住支援サテライト東京では、島根や地域への興味喚起となるイベントや東京発島根

ツアー、交流会等を実施し、首都圏での関係人口予備軍の掘り起こし及びネットワークづくり

を行ったが、「しまっち！」の登録に繋げていく取組みが必要になってくる。 

また、関係人口と地域団体とのマッチングイベントをオンラインで４回、対面で１回開催し

た。マッチングイベントには計 84 名の関係人口の参加があったが、参加者の「しまっち！」

への登録は伸び悩んでおり、参加者に「しまっち！」の登録を促す取組みが必要である。 

  

（単位：件） （単位：件、人）

年度 Ｒ３ Ｒ４ 年度 Ｒ３ Ｒ４

プログラム 28 55 マッチング件数 16 54

コミュニティ 4 5 申込人数 41 177

活動レポート 20 46 ※R3はR3.11～、R4は1月末現在

お知らせ 11 32

合計 63 138

※R3はR3.11～、R4は1月末現在



⑵ しまコトアカデミー 

島根県の地域づくりに関心を持つ方を対象に、島根県への関心層の拡大及び地域貢献を目指

す方の育成、またそうした人材のネットワーク化を図るプログラムで、東京、関西、広島、島

根の４講座を完全オンラインで実施した。 

参加者実績 

 

 

 

４講座合わせて４１名が、全６回の講座を受講した。受講生の９割弱が「島根との関わり方

に変化があった」とアンケートに回答しており、島根との関係性の構築に効果があった。 

また、受講生としまコトＯＢＯＧが交流する「しまコトナイト」を２月に開催し、５８名の

参加者があった。 

 

⑶ 首都圏の大学との連携 

島根県と専修大学の連携協定に基づき、昨年度に引き続き、専修大学に寄附講座を設置した。 

昨年度は、全講座オンラインであったが、令和４年度は、対面とオンラインを概ね半分ずつ

の開催で 156 名の学生が受講登録し、島根の事例を通して地域づくりや地域活性化の取組みに

ついて学んだ。受講生からは、島根県内の地域団体の活動に関わってみたいとの意見も多数あ

り、大学生の関係人口を取り込む一つのきっかけとなった。 

今後、受講生等を「しまっち！」のサポーターに誘導し、大学と連携した関係人口の創出・

拡大へと繋げていく必要がある。 

 

 

Ｒ５年度の事業展開 

引き続き、関係人口の掘り起こしを実施しつつ、関係人口が地域を訪れるための旅費等の助成の

実施や、関係人口と地域活動の出会いの場をつくるマッチングイベントの開催、イベント参加者に

「しまっち！」の登録・利用を促すなど、「しまっち！」を軸としたマッチングを支援していく。 

また、関係人口の活用を検討する地域の受入活動に対する支援や、勉強会や事例発表等の開催

を通じて市町村担当者とも連携し、関係人口や各地域団体の活動をフォローしていく。 

しまコトアカデミーについては、どこからでも参加ができるようオンライン開催とし、引き続

き島根県への関心層の拡大及び地域貢献を目指す方の育成、またそうした人材のネットワーク化

を図っていく。 

また、専修大学の寄附講座を引き続き設置し、地域づくりや地域活性化の取組について、島根

県の実例を通して学ぶことで、大学生の関係人口の創出を図る。 

さらに、しまね移住支援サテライト東京においては、引き続き、首都圏で「しまっち！」や  

「しまコトアカデミー」に繋げるよう、東京にいながら島根や地域と関わることのできる機会を

提供していく。 

（単位：人）

講座名 東京講座 関西講座 広島講座 島根講座 合計

参加人数 12 9 8 12 41



２．しまね田舎ツーリズムの推進 

Ｒ４年度の状況 

 ⑴ 田舎ツーリズム実践者数 

 

 

 

 

⑵ 取組状況 

実践者向けの各種研修会や、リスクマネジメント研修をオンラインにより実施したほか、住

宅宿泊事業法（民泊新法）又は旅館業法への移行手続きなどに対するフォローアップを行った。 

関係人口事業とも連携し、関係人口の拡大・取込みを図られるよう、実践者の多い石見地域

でセミナーを開催し、関係人口事業との連携の意識付けを行った。 

まだ、関係人口事業が新しい概念であるため、引き続き、実践者への意識付けを行い、田舎

ツーリズム単独でなく、関係人口との連携を進めていく必要がある。 

 

 

Ｒ５年度の事業展開 

実践者のスキルやモチベーションの向上を目的に、実践者同士の学びの場を設け実践者同士の

ネットワーク化を図るとともに、新たな実践者の開拓にも力を入れる。 

関係人口事業との連携により、田舎体験、交流の機会の提供やリピーターの獲得等に努め、特

に機運醸成が進んでいる石見地域での支援を進め、成功事例を積み重ね波及させることで、関係

人口の拡大と実践者の機運醸成や意識啓発を図る。 

 

３．社会貢献活動の促進 

Ｒ４年度の状況 

⑴ 県内ＮＰＯ法人数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ30
年度末

Ｒ１
年度末

Ｒ２
年度末

Ｒ３
年度末

Ｒ４
年度

登録施設数 96 106 135 147 162

※R5.1月末現在

H30 R1 R2 R3 R4

認証件数 17 8 9 11 9

解散件数 11 8 10 15 1

所轄庁変更 0 0 0 ▲ 2 0

法人総数 286 286 285 279 287
※R5.1月末現在



⑵ 取組状況 

ＮＰＯ入門講座をオンラインで開催し、その様子を録画してアーカイブで配信した。また、

昨年度は中止したＮＰＯ法人事務力検定を２回開催し、13名が合格した。 

また、ＮＰＯの組織力を強化するためのマネジメント研修やＮＰＯの資金調達力を強化する

ための連続講座等、基盤強化研修を７回開催した。 

休眠預金の活用に向けては、資金配分団体として中国５県でコンソーシアムを組み、島根県

内の団体に対応できるよう体制を整え、申請希望団体への支援を行った。 

 

 

Ｒ５年度の事業展開 

ＮＰＯ法人の人材育成を支援するため、事務力向上のための研修の開催や会計・税務・労務な

どの専門分野の相談の対応をするとともに、基盤強化のためのファンドレイジング研修やガバナ

ンス及びマネジメントに関する研修を実施する。 

また、県内のボランティア活動等を広く情報発信する県民活動応援サイト「島根いきいき広場」

の運営を引き続き行い、ＮＰＯ活動に関する情報発信を積極的に行っていく。 

さらに、県内の団体が、休眠預金等活用法に係る助成事業を活用できるよう中国５県のコンソ

ーシアムに参画し、活用を希望する団体への申請の支援や事業採択された団体への伴走支援を実

施する。 

  



Ⅴ．財団の組織体制 

令和５年度も、引き続き、以下のとおり令和４年度と同じ体制で業務を遂行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・しまねＵターン・Ｉターンフェア、相談会、ＵＩターン応援カード
・ＵＩターン総合サイト「くらしまねっと」、情報誌発行

・産業体験、ＵＩターン職業紹介、わくわく島根生活実現支援
※県外定住アドバイザー・コーディネーター（大阪・広島）と連携

・関係案内所、マッチングサイト、アドバイザー派遣、地域おこし協力隊支援
・しまコトアカデミー、首都圏の大学との連携

・学生インターンシップ、就職活動助成支援、低学年向けイベント
・しまね学生登録、企業ガイドブック、雇用推進団体等支援

・キャリア相談、就職支援セミナー、出張セミナー
・ジョブカフェしまねの各支援サービス

職 業 紹 介

し ま ね 移 住 支 援
サ テ ラ イ ト 東 京

担 当 課 長 代 理

若 年 者 雇 用 対 策

ＵＩターン推進課長

理 事 長 事 務 局 長

地 域 活 動 支 援 課 長

総 務 課 長 ・予算、決算、人事、役員、総務、経理

・情報システム管理、オンライン対応

相 談 ・ 人 材 誘 致
情 報 発 信

産 業 体 験

総 務 経 理

情 報 シ ス テ ム

・首都圏における移住情報の提供や相談 、交流機会の提供など

県 民 活 動 支 援

田 舎 ツ ー リ ズ ム

地 域 づ く り 支 援
関 係 人 口 の 拡 大

・ＮＰＯ実務者研修、専門相談、機関紙、情報サイト「いきいき広場」

・しまね田舎ツーリズム

ジ ョ ブ カ フ ェ
事 業 課 長

・しまね田舎ツーリズム

キャリアアドバイザー

地 域 づ く り ・
Ｕ Ｉ タ ー ン 支 援

若年者県内就職支援

キャリアアドバイザー

田 舎 ツ ー リ ズ ム

石 見 事 務 所

石見部をエリアに松江事務局のほぼ全事業を担当


